
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

プログラム・抄録集 
   

 

会 期︓2023 年 10 ⽉ 7 ⽇（⼟） 

  会 場︓国⼠舘⼤学 多摩キャンパス 25 号館 臨床実習室 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                                                    



  



 

 

国士舘大学体育・スポーツ科学学会 

第 2 回 国士舘救急救命士会フォーラム 

ご挨拶 

 

 

 

 国士舘大学体育・スポーツ科学学会 会長 

国士舘大学体育学部 学部長 

国士舘大学体育学部 スポーツ医科学科 教授 

 

山口 嘉和 

    

第 2 回国士舘救急救命士会フォーラムを開催するにあたり、皆さまにご挨拶を申し上げます。 

本学スポーツ医科学科は 2000 年に、当時学部長でありました大澤英雄理事長と初代学科主任の故

天羽敬祐先生のご尽力のもと創設され、今年で創立 24 年を迎え、2,950 名の卒業生を全国に輩出してき

ました。またスポーツ医科学科開設時より在籍していた先生方も昨年 4 名が定年退職され、さらに今年

から 5 年間で 7 名の先生方が退職されます。現在、卒業生 4 名を含め若い先生方がエネルギッシュに学

科発展のため研究、教育に活躍されております。 

第 2 回フォーラムは、午前と午後の 2 部構成であり昼休みを長くとっておりますので卒業生、在学生の

交流の時間となればと思います。午前の部のはじめは、卒業生で専任教員として活躍されている喜熨斗

智也先生、坂梨秀地先生の司会のもと「在学生の今」というテーマで在学生 5 名にスポーツ医科学科の

現状を話してもらいます。 

次に、この 4 月からスポーツ医科学科の特任教授に就任されました防衛医科大名誉教授の斎藤大蔵

先生による特別講演があります。齋藤先生は昨年度まで大学病院の救命救急センター長として活躍され

ており貴重なお話が聞ける事と思います。齋藤先生の詳細なご紹介は大学院研究科長の田中秀治先生

にお願いしたいと思います。午後の部では、第 1 回フォーラムのテーマと同様に卒業生の高橋宏幸先生と

津波古憲先生の司会のもと各分野で活躍されている５名の卒業生により「卒業生の今」というテーマで講

演して頂きます。 

次に現在、学科主任としてスポーツ医科学科の改革を推し進めている牧亮先生司会のもと、3 月末で

定年退職する私と竹内栄一先生の最終講話があります。最後に、このフォーラムが在校生と卒業生の情

報共有の場となり今後のスポーツ医科学科の発展につながることを祈念いたします。 

 

     

 

 



     

プログラム 

 

      

山口 嘉和（国士舘大学体育・スポーツ科学学会 会長） 

 

 

 

 

  司会：喜熨斗 智也 (国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

坂梨   秀地 (国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 助教） 

 

           1.「救急救命士になった先に目指す将来像〜スチューデントアシスタントを経験して〜」 

         針谷 拓 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

 

2.「学生救護勉強会について〜スポーツ医科学科の救護力向上を目指して〜」 

高橋 亜樹良 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年生） 

 

3.「一般市民と医療従事者の間に立つライフセーバーの今後」 

長瀬 柊 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年生） 

 

4.「文武両道を心掛けた学生生活」 

藤森 瑞生 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

 

5.「“救急救命士になる覚悟”をもった 5 ヶ月 〜消防で輝く救急救命士になるために〜」 

相崎 由凪 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 1 年生） 

 

 

 

司会：田中 秀治（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

齋藤 大蔵(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 特任教授、防衛医科大学校 名誉教授） 

  「本邦における救急救護の発展と社会的意義 -誇りと情熱をもって生きるために-」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n 開 会      10：00 

n スポ医在校の今 10：05〜11：20 

n 特別講演       11：20〜12：00 

n お昼休憩 12：00〜13：15 



     

プログラム 
 

 

 

司会：髙橋 宏幸(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

津波古 憲(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 講師） 

 

1.「消防救助機動部隊（ハイパーレスキュー隊）の救急救命士〜その任務と今までの経験について〜」 

石綿 大士 （東京消防庁 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 2期卒） 

 

2.「女性消防士の今後の活躍に向けて」 

小林 菜々 （川崎市消防局 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 12期卒） 

 

3.「病院救急救命士の役割〜医科大学での特性を活かして〜」 

作山 洋貴 （埼玉医科大学医学教育センター ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 13期卒） 

 

4.「医療行為を行わない救急救命士の働き方〜神奈川県庁職員として〜」 

佐藤 奈帆 （神奈川県庁 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 10期卒） 

 

5.「命の教育の実践を通して〜救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭の可能性〜」 

野瀬 珠榮 （昭和第一学園高等学校 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3期卒） 

 

 

 

 

 

 

司会：牧 亮(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 学科主任） 

     

    山口 嘉和（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

    竹内 栄一（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

 

 

牧 亮(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 学科主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n スポ医卒業生の今  13：15〜14：45 

n 休 憩       14：45〜15：00 

n 退職教員記念講話  15:00〜15：50 

n 閉 会 



 

 

 

 

スポ医在校生の今 

 

 
司会：喜熨斗 智也 (国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

坂梨   秀地 (国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 助教） 

 

 

           1.「救急救命士になった先に目指す将来像〜スチューデントアシスタントを経験して〜」 

         針谷 拓 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

 

 

2.「学生救護勉強会について〜スポーツ医科学科の救護力向上を目指して〜」 

高橋 亜樹良 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年生） 

 

 

3.「一般市民と医療従事者の間に立つライフセーバーの今後」 

長瀬 柊 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年生） 

 

 

4.「文武両道を心掛けた学生生活」 

藤森 瑞生 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年生） 

 

 

5.「“救急救命士になる覚悟”をもった 5 ヶ月 〜消防で輝く救急救命士になるために〜」 

相崎 由凪 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 1 年生） 

 

 

 

 

 

 



 

スポ医在校生の今 

 
 

   1.「救急救命士になった先に目指す将来像 

〜スチューデントアシスタントを経験して〜」 
針谷 拓 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年） 

   
   私は今、3 年生の救急救命処置実習 3 の授業で SA（スチューデントアシスタント）として授業を補助している。

昨年、私自身も同じ授業を履修した。その際に当時の 4 年生の先輩方がとてもわかりやすく教えていただいた

のが非常に印象に残っている。 

  救急救命処置実習 3 は主に特定行為と呼ばれている救急救命処置を学ぶ授業で、高度な技術を学ぶ。私

自身も去年とても苦労した科目であり、昨年一年間で培った物を後輩に共有することで少しでもその学びの一

助になればと思い、SAに志願した。 

  実際に SA として授業に参加すると、履修生だった頃には気づかなかったことが見えてきた。教授や実習助

手の先生の教えかたは一人ひとり違っており、現場の経験を元にしてそこから得た経験が学生に還元されてい

て、より実践的な教育が行われていた。そして SA として履修生に教えると、一人ひとりに合わせて教えかたを

変えることが求められるため、いかにわかりやすく教えるかにとても苦労した。 

  私の将来の夢は大学で救急救命士教育をすることであり、私が目指すのはスペシャリストとしての救急救命

士を養成できる救急救命士である。今はそのために SA や BLSなどの教育現場に携わり多くの先生方の教育

技法を見ながら、自らの教育理念を構築するために尽力している。 

 
   2.「学生救護勉強会について  

〜スポーツ医科学科の救護力向上を目指して〜」 

高橋 亜樹良 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年） 

   
    学生救護勉強会とは、学生による学生のためのスポーツイベント等の救護活動に関する勉強会として月に 1

〜2 回ほど開催している。救護経験のある 3,4 年生が救護活動について後輩に講義・実習を行い、救護力向上

を目指すことを目的としている。 

  前任の勉強会統括が実施したアンケートによると学生が最も苦手と感じるのは傷病者に対する接遇であっ

た。またバイタルサインの測定のスムーズさは練習回数に比例する。今年度は、新たに 2つの制度を導入し、

救護力の更なる向上を目指している。 

  1つ目は、各勉強会の連続性である。バイタルサインの測定や救護記録等を分けて学ぶのではなく、想定訓

練を勉強会の終わりに実施し、前回までの内容と合わせて実習をする。実際の救護活動の流れを理解させ、反

復練習からスキルの定着に繋げるためである。 

  2つ目は、勉強会のレベル設定についてである。下級生のみが向上する体制では、例年と同じ内容になり救

護力の向上に繋がらない。上級生向けの目標も設定しスポーツ医科学科全体の救護力向上ができるようにし

た。今年度は、脳震盪認識ツールの解説回を実施した。今後は、特殊競技救護要領や本部要領などを検討し

ている。 

  学生の内から臨床に触れることは貴重な経験となる。実際の救護現場で少しでも冷静に活動できるように事

前準備として勉強会が重要であると考える。 

 

 

 

 

 



 

スポ医在校生の今 

 
  3.「一般市民と医療従事者の間に立つライフセーバーの今後」 

長瀬 柊 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3 年） 
 
ライフセービングという活動をご存知でしょうか。 

ライフセービングの根本にあるのは事故を未然に防ぐことですが、いざと言う時のために日々レスキューの練習

に励み、応急処置や緊急時の対応方法を模索している。私は、2021 年に国士舘大学に入学後、国士舘大学

ライフセービングクラブに所属し、現在は下田ライフセービングクラブ白浜地区でパトロールを行っている。「1人
でも多くの命を助け、リアルな知識を得たい」という一心でライフセービングを始め、現在もその気持ちを忘れず

に活動を続けている。 
タイトルの通り、ライフセービングは一般市民と医療従事者の間で活動することが多い。その中で在学中に

多くの先生方や日本ライフセービング協会(JLA)の方々とともに考えているのは、「どのような救命の知識がラ

イフセービングの現場で役に立ち、救命率を向上させるか」ということである。このような知識を自身の開催する

勉強会などでライフセーバーなどへ普及していきたいと考えている。 
将来、消防機関で働く際には、即戦力として活躍する力を持ちながら、応急処置などを自身の経験を通じて普

及していけるよう、学生時代に多くの経験をしていきたい。 

 

  4.「文武両道を心掛けた学生生活」 
  藤森 瑞生 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 4 年） 

 

私が所属していた国士舘大学準硬式野球部は 1969 年の創部以来、インテリジェンスを有する指導者の育

成を目標として活動しており全国各地から技術、意識共にレベルの高い選手が集まり、全日本大会優勝を目

指して部活を行っている。私は大学で救急救命士の勉強をしながら野球がしたかったため、この両方を実現さ

せるには国士舘大学が最適だと思い入学を決意した。 最高学年になった時には野球部の主務を務めること

になった。主務は裏で部活動の円滑な運営のために様々な作業を行うため、他の部員に比べ業務が多く、自

分の時間が削られ、勉強が疎かになりそうになった。 そこで私が心がけたことは、時間の使い方を見直すこと

である。今までの自分の生活を見直し、無駄な時間を削り、物事の優先順位を決め、やるべき事をこなしていっ

た。他の人よりもゆっくりする時間は少なかったが、主務としての責任感を持って引退まで成し遂げることがで

きた。公務員試験も重なり大変な時期もあったが、部活動と学業の両立で身につけた時間管理能力を活かし、

東京消防庁の内定を頂けた。大学で培ったものを活かし、責任感のある立派な消防士になることが将来の目

標である。 
  



 

スポ医在校生の今 

 
  5.「“救急救命士になる覚悟”をもった 5 ヶ月 

〜消防で輝く救急救命士になるために〜」 
  相崎 由凪 （国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 1 年） 
 

高校 1 年生の時、祖父が倒れた際、地元の救急隊が誠実かつ迅速に活動する姿に惹かれ、人のために

尽くせる人材として救急救命士となることを決めた。国士舘大学の「国を思い、世のため人のために尽くせる

人材、国士の養成」という建学の精神に惹かれ、国士舘大学での 4 年間で自らの知識と技術を高め、消防組

織で活躍できる“国士”になりたいと感じ、国士舘大学体育学部スポーツ医科学科を選んだ。 

水難救助実習を通じて、 “救急救命士になる覚悟”について深く学んだ。これにより、救急救命士を目指し

た当初の気持ちを改めて振り返ることができたとともに、理想の救急救命士になるため、日々の努力の必要

性を痛感した。さらに、先生方や先輩方の支援のもと、厳しい環境の中でも安全に学べることがどれほど恵ま

れているかを実感し、改めて国士舘大学体育学部スポーツ医科学科に入学してよかったと感じている。 

スポーツ医科学科での 4 年間を通じて、学外での救護活動や BLS の普及、学会発表などを経験し、自身

の知識と技術の向上を図り、少しでも救急救命に興味を持つ人が増えるような取り組みを行いたい。今後、先

輩方が作り上げてきたスポーツ医科学科の伝統を引き継いでいけるように、日々精進していきたい。 

  



 

 

 

     

 

 

 

 

 

特別講演 

 

 
司会：田中 秀治（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

齋藤 大蔵(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 特任教授、防衛医科大学校 名誉教授） 

  「本邦における救急救護の発展と社会的意義 -誇りと情熱をもって生きるために-」 

 

  



 

特別講演 

 
   齋藤 大蔵  

国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 特任教授 

防衛医科大学校 名誉教授 
    

   「本邦における救急救護の発展と社会的意義  

-誇りと情熱をもって生きるために-」 
  

日本の救急救命士制度は 1991 年に救急救命士法が制定されて以来独自に発展し、救急救命士は救急医

療の初期対応を担う重要な存在となった。国士舘大学体育学部スポーツ医科学科は 2000 年 4 月に 4 年制大

学として初めて救急救命士の国家試験受験資格を取得し、卒業生は既に約 3000 名で、年間の国家資格合格

者数は日本一を独走している。また、2010 年に発足した大学院救急システム研究科は本邦の病院前救急医

療の分野を牽引するリーダー養成のための学びの場で、国士舘大学の教育理念を実践している。ただ、救急

救命士として誇りと情熱をもって社会的意義のある職務を邁進する土壌があっても、現実的な壁はまだまだ高

いのではないかとも思料する。演者は国士舘大学と比較すると圧倒的に小さい規模ではあるが、国民に貢献

する自衛隊医官を養成する「防衛医科大学校」に入校して 46年間、教官として 26年間を過ごしてきた。演者の

“山あり谷あり”の人生を本講演で赤裸々に語ることによって、誇りと情熱をもって生きるための術を見出してい

ただければ光栄である。国士舘大学体育学部スポーツ医科学科の卒後生は、胸を張って日本社会に貢献でき

る存在である。 
 
〜略歴〜 
・1983 年防衛医科大学校卒業 

・1996年から防衛医科大学校病院救急部助手 

・2006年から防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門教授 

・2010 年から防衛医科大学校病院救急部兼務 

・2021 年から防衛医科大学校 病院救急部長・救命救急センター長・図書館長 

・2023 年３月防衛医科大学校定年退官 

・2023 年 4 月から国士舘大学特任教授 
 
〜担当科目〜 
・メディカルコントロール特論 

・救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅰ・Ⅱ 

・防災救命教育 

・救急・蘇生統計学特別研究 

  



 

 

 

 

 

スポ卒業生の今 

 

 
司会：髙橋 宏幸(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

津波古 憲(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 講師） 

 

 

1.「消防救助機動部隊（ハイパーレスキュー隊）の救急救命士〜その任務と今までの経験について〜」 

石綿 大士 （東京消防庁 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 2期卒） 

 

 

2.「女性消防士の今後の活躍に向けて」 

小林 菜々 （川崎市消防局 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 12期卒） 

 

 

3.「病院救急救命士の役割〜医科大学での特性を活かして〜」 

作山 洋貴 （埼玉医科大学医学教育センター ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 13期卒） 

 

 

4.「医療行為を行わない救急救命士の働き方〜神奈川県庁職員として〜」 

佐藤 奈帆 （神奈川県庁 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 10期卒） 

 

 

5.「命の教育の実践を通して〜救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭の可能性〜」 

野瀬 珠榮 （昭和第一学園高等学校 ・ 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 3期卒） 

 

 

 

 



 

スポ医卒業生の今 
    

   「消防救助機動部隊（ハイパーレスキュー隊）の救急救命士 

〜その任務と今までの経験について〜」 

石綿 大士：東京消防庁 航空隊（スポ医 2 期生） 

 
現在、東京消防庁では消防救助機動部隊（通称：ハイパーレスキュー隊）5 隊が特殊な装備や車両で、航空

消防救助機動部隊（通称：エアーハイパーレスキュー隊）1 隊がヘリコプターで、都内で発生した火災や救助活

動、都外で発生した大規模災害等に出場し災害対応している。ハイパーレスキュー隊には、国際緊急消防援

助隊(International Rescue Team：IRT)に登録されている隊員も在籍し、海外からの派遣要請の際には被災

国に行き活動する。ハイパーレスキュー隊はレスキューの資格、機関員（緊急車両の運転手）の資格、救急救

命士の資格、その他特殊な資格を持つ隊員で構成され、救急救命士は都外への災害派遣時は健康管理や受

傷時の救護活動といった任務もある。私は平成 17 年 3 月に国士舘大学を卒業した。平成 18 年 4 月に東京

消防庁に入庁し、17 年が経つ。これまでの職務で経験したことや、感じたこと、学んだことを皆さんにお伝えし、

今後様々な進路に進んでいく皆さんの参考になれば幸いである。 

 

   「女性消防士の今後の活躍に向けて」 

小林 菜々：川崎市消防局（スポ医 12 期生） 

 
現在、私が所属する川崎市消防局は、職員約１４００名で構成され、川崎市内に８消防署２８出張所を設置し、

様々な災害に対応している。また、消防車や救助工作車、救急車、はしご車などの車両だけでなく、大型消防

艇や消防ヘリコプターも配備しており、市街の災害にも対応している。また、川崎市消防局は、昭和４４年に全

国で初めて女性職員を採用した消防本部でもあり、現在も、女性が働きやすい職場を実現させるために、職場

環境の改善に向けた研修の実施や、日勤救急隊の運用、出産育児などの理由で長期間現場から離れている

救急救命士等の復帰を目的とした、リスタートプログラムを実施している。 
しかし、出産後も現場で活躍する女性の救急救命士は少なく、救急現場において女性の救急救命士が必要

とされる一方で、施設の問題や勤務時間の問題など、改善すべき点は多く存在すると感じている。 
私自身は、スポーツ医科学科を 12 期で卒業し、民間救急（日本救急システム株式会社）での勤務を経て、

2019 年に川崎市消防局に入局した。入局後は、消防隊を 1 年経験したのち、現在まで救急隊として勤務して

いる。 
今回、女性の救急隊員として働く中で感じたことをお話し、これから社会に進出する学生の皆さんの一助に

なれば幸いである。 

  



 

スポ医卒業生の今 
 

   「病院救急救命士の役割 

〜医科大学での特性を活かして〜」 

作山 洋貴：埼玉医科大学医学教育センター（スポ医 13 期生） 

 
2016 年にスポーツ医科学科を卒業し救急救命士免許を取得、埼玉医科大学国際医療センターの救命救急

科に入職した。主な仕事は、ドクターカー業務、転院搬送、医師含めた教職員への蘇生教育（二次救命処置含

む）、救命救急センターのデーターベース管理、消防機関での検証会における検証医の補助、他機関の救急

救命士および救急隊、学生の実習対応である。そして、2023 年 4 月より埼玉医科大学医学部医学教育センタ

ーに教員として配置転換となり、シミュレーショントレーニングセンターで勤務している。埼玉医科大学には救急

車を受け入れている病院が 3 つあるが、その全てに救急救命士が在籍し、常勤の救急救命士だけで 13 名在

籍している。大学病院の救命救急センターや医学部において救急救命士がどのような役割を担っているのか、

どのような業務を実施しているのか知っていただき、今後の参考になったら幸いである。 

【当法人に在籍しているスポーツ医科学科卒業生】 

齊藤（旧姓：遠山）笑里：15期、吉田奈央：18期、片山久瑠：20期、佐々木光風：20期 

 

     
 

   「医療行為を行わない救急救命士の働き方 

〜神奈川県庁職員として〜」 

佐藤 奈帆：神奈川県庁（スポ医 10 期生） 

 
神奈川県では、平成 27 年から救急救命士の有資格者を対象とした採用を行っており、県庁職員として現在

24 名が在籍している。 採用後は、事務職として各所属に配属されることになるが、災害対策や医療など、救

急救命士の知識を活かすことのできる部署への配属が主となっている。 
私は、私立中高の養護教諭を経て、平成 31 年に神奈川県に入庁し、保健福祉事務所に配属された。担当

業務は、地域の災害医療や医療法等に基づく許認可などであるが、コロナ禍においては、ダイヤモンドプリン

セス号対応における神奈川県対策本部事務のほか、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の審査

事務、かながわ緊急酸素投与センター設置事務に従事した。 
医療行為を行わない救急救命士の働き口は僅かではあるが、新たな分野の担い手として、その立場を確立

していければと考えている。 

 



 

スポ医卒業生の今 
 

   「命の教育の実践を通して 

〜救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭の可能性〜」 

野瀬 珠榮 （3 期生） 昭和第一学園高等学校 

 
私は大学在学中に自分の進路を決めていく中で、「命の教育によって命を救うことに貢献したい」という強い

思いとともに、救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭だからこそ出来ることがあるのでないかと考え、高等

学校の保健体育科教諭になることを決めた。 
2006 年に国士舘大学を卒業し、23区内の私立学校で 2 年間非常勤講師として勤めた後、現在の職場であ

る私立昭和第一学園高等学校に着任し、約 15 年が経った。教員として、クラス担任を担いながら日々体育や

保健の授業を実践し、その中で様々な形で命の教育にも取り組んできた。また、部活動ではライフセービング

部の顧問として、ライフセービング活動を通じた命の教育にも取り組んでいます。そして、命の教育の実践がこ

れからを担う高校生の成長の一助にもなると考えています。また、救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭

として養護教諭の先生とともに学校の安全管理のために貢献することも求められている。 
そのような中で、自分にできることは何か切磋琢磨しながら、救急救命士の資格を持つ保健体育科教諭とし

て更なる可能性を広げることにもチャレンジしていきたいと考えている。 
 

     

  



 

 

     

 

 

退職教員記念講話 

 

 
司会：牧 亮(国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 学科主任） 

     

 

    山口 嘉和（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 

     竹内 栄一（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

  



 

退職教員記念講話 

 

  山口 嘉和 先生（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授） 

 
      〜略歴〜 

1979 年  杏林大学 医学部 医学科  

2001 年  国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 教授  

2012 年  国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 学科主任 

2022 年  国士舘大学体育学部 学部長 

 

 

〜担当科目〜 

内科学３（総論：消化器・内分泌） 

内科学４（各論：消化器・内分泌） 

臨床解剖学 

疾病救急医学各論 2（消化器・内分泌・代謝） 

疾病救急医学各論 3（腎泌尿系・血管血液系・感染症・皮膚） 

卒業研究 1 

卒業研究 2 

高齢者生活習慣病特論 

救急症候・疾病学特別研究 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅰ 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅱ 

       

  



 

退職教員記念講話 

 

  竹内 栄一 先生（国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授） 

 
      〜略歴〜 

1981年      神奈川工科大学 工学系研究科 卒業 

1981年      東京消防庁 入庁 

2019年      東京消防庁 金町消防署 署長 

2019年      国士舘大学体育学部スポーツ医科学科 准教授 

 

 
〜担当科目〜 

患者搬送技術論 

救急医療行政（関係法令を含む）スポーツ栄養学 

救急処置実習Ｃ－１（救急車同乗実習） 

救急処置実習Ｃ－２（救急車同乗実習） 

現場救急活動概論（搬送技術含む） 

救急救命処置実習２ 

キャリアアップ実践講座 

コミュニケーション演習Ⅰ 

コミュニケーション演習Ⅱ 

救急車同乗実習 

卒業研究 1 

卒業研究 2   

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅰ 

救急倫理・統計・プレゼンテーション演習Ⅱ 

 

        

  



特別付録

体育・スポーツ科学研究















 

 

 

 

 

  



 


